
(57)【要約】

【課題】　小型飲料容器を携帯用、非常時用の取扱いや

収納に適応するような扁平形状に構成し、蓋と栓体を一

体化すると共に、容器本体と連結し、蓋と栓体は誰でも

ワンタッチで簡単に同時に開閉できるようにする。

【解決手段】　扁平状の容器本体１は、一方の上部角部

を斜めに切断しして形成した傾斜面部、又は、扁平状の

容器本体１の上面部９に口部２を突設すると共に、周縁

に蓋嵌着部６を形成し、傾斜面部５の最上端部側にヒン

ジ部８を構成して角部押し蓋３の一端側を連結し、又は

、上面部９の一端側に、ヒンジ部８を構成して上部押し

蓋４の一端側を連結し、前記押し蓋３、４の内側には前

記口部２に嵌入する栓体７を突設すると共に、周縁に蓋

嵌着部６を形成し、押し蓋３、４を閉蓋した状態では書

籍形状の扁平四角形状を構成する。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 扁 平 状 の 容 器 本 体 １ は 、 一 方 の 上 部 角 部 を 斜 め に 切 断 し て 上 部 の 中 央 部 分 か ら 切 断 側 に
傾 斜 面 部 ５ を 形 成 し た 裁 角 七 面 体 に 構 成 し 、 そ の 傾 斜 面 部 ５ に は 口 部 ２ を 突 設 す る と 共 に
、 周 縁 に 蓋 嵌 着 部 ６ を 形 成 し 、 傾 斜 面 部 ５ の 最 上 端 側 を ヒ ン ジ 部 ８ に 構 成 し て 前 記 の 斜 め
切 断 角 部 に 対 応 し た 形 状 の 角 部 押 し 蓋 ３ の 一 端 側 を 連 結 し 、 角 部 押 し 蓋 ３ に は 内 側 に 前 記
口 部 ２ に 嵌 入 す る 栓 部 ７ を 突 設 し 、 角 部 押 し 蓋 ３ を 閉 蓋 し た 状 態 で は 書 籍 形 状 の 扁 平 四 角
形 状 を 構 成 す る 事 を 特 徴 と す る 小 型 飲 料 容 器 。
【 請 求 項 ２ 】
　 扁 平 状 の 容 器 本 体 １ は 、 上 面 部 ９ に 口 部 ２ を 突 設 す る と 共 に 、 周 縁 に 蓋 嵌 着 部 ６ を 形 成
し 、 上 面 部 の 一 端 側 を ヒ ン ジ 部 ８ に 構 成 し て 容 器 本 体 １ の 形 状 に 対 応 し た 長 方 体 状 の 上 部
押 し 蓋 ４ の 一 端 側 を 連 結 し 、 上 部 押 し 蓋 ４ の 内 側 に 前 記 口 部 ２ に 嵌 入 す る 栓 部 ７ を 突 設 し
、 上 部 押 し 蓋 ４ を 閉 蓋 し た 状 態 で は 書 籍 形 状 の 扁 平 四 角 形 状 を 構 成 す る 事 を 特 徴 と す る 小
型 飲 料 容 器 。
【 請 求 項 ３ 】
　 容 器 本 体 １ の 周 壁 面 に 複 数 の 補 強 リ ブ １ ０ を 設 け た 事 を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 及 び 請 求 項
２ に 記 載 の 小 型 飲 料 容 器 。
【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 考 案 は 、 扁 平 状 の 書 籍 型 の 小 型 飲 料 容 器 に 関 し 、 業 務 出 張 、 旅 行 、 ス ポ ー ツ 、 登 山 、
行 楽 等 の 際 に 、 茶 湯 、 ジ ュ ー ス 、 コ ー ヒ ー 等 を 容 れ て 使 用 す る 携 帯 用 飲 料 容 器 や 、 災 害 時
な ど に 使 用 す る 非 常 用 飲 料 容 器 と し て 利 用 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 小 型 飲 料 容 器 と し て は 、 携 帯 用 と し て 古 く か ら 肩 掛 け 用 水 筒 が 使 用 さ れ て い る が
、 近 年 は 旅 行 中 に 飲 む 茶 湯 、 ジ ュ ー ス 、 コ ー ヒ ー 等 の 市 販 飲 料 容 器 は 、 専 ら 円 筒 形 の 樹 脂
製 壜 形 や ア ル ミ ニ ュ ウ ム 製 、 鉄 製 の 缶 型 の 容 器 が 使 用 さ れ て い る 。 こ れ ら 壜 型 や 缶 型 の 飲
料 容 器 の 殆 ど が 使 い 捨 て 容 器 で あ り 、 口 部 は 露 出 し 、 口 部 を 被 う 蓋 や 口 部 を 閉 塞 す る 栓 兼
用 の 蓋 は 全 て 容 器 本 体 と は 分 離 し て い て 、 閉 塞 は 螺 嵌 構 造 で あ る 。 従 っ て 、 円 筒 形 状 の 容
器 は 携 帯 す る 書 類 ケ ー ス や バ ッ ク 等 の 薄 手 の 物 へ 収 容 す る に は 不 適 当 で あ り 、 保 管 す る 場
合 も 無 駄 な 空 間 が 多 く な り 好 ま し い 形 状 で は な い 。 開 口 操 作 も 、 他 に 物 品 を 持 っ て い る 場
合 に は 歩 き な が ら や 立 っ た 姿 勢 で の 操 作 は 簡 単 で は な く 、 高 齢 者 や 身 障 者 に は 不 便 で あ っ
た 。 又 、 使 用 時 の 蓋 の 着 脱 が 不 便 で あ り 、 蓋 が 紛 失 す る 事 が あ る た め に 中 途 で 飲 み 残 し て
保 存 し た い 場 合 な ど に は 不 便 と な る 事 が 多 い 。
【 考 案 の 開 示 】

【 考 案 が 解 決 し ょ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の 小 型 飲 料 容 器 は 、 円 筒 形 状 の 壜 型 や 缶 型 で あ り 、 書 類 入 れ 用 ケ ー ス や カ バ ン の 中
に 収 納 す る に は 、 嵩 張 っ て 無 駄 な 空 間 が で き 、 突 出 す る 口 部 が 他 の 物 品 を 収 納 し 難 く な る
形 状 及 び 構 造 で あ る 。 又 、 容 器 本 体 と 蓋 や 栓 が 分 離 し て い て 使 用 中 に 紛 失 す る 事 が あ り 、
更 に 、 蓋 の 着 脱 及 び 栓 の 嵌 脱 が ネ ジ 構 造 で あ り 、 誰 で も 簡 単 に 操 作 で き る ワ ン タ ッ チ 構 造
で は な い の で 、 取 扱 い に 不 便 で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 考 案 は 、 課 題 を 解 決 す る た め に 、 ケ ー ス や カ バ ン な ど に 収 納 し て 携 帯 す る の に 適 す る
書 籍 型 の 扁 平 形 状 に 構 成 し 、 一 操 作 で 開 閉 で き る 事 が 最 大 の 特 徴 で あ る 。 扁 平 状 の 容 器 本
体 は 、 一 方 の 上 部 角 部 を 斜 め に 切 断 し 、 上 部 の 中 央 部 分 か ら 切 断 側 に 傾 斜 面 部 を 形 成 し て
裁 角 七 面 体 に 構 成 し 、 そ の 傾 斜 面 部 に は 口 部 を 突 設 す る と 共 に 、 周 縁 に 蓋 嵌 着 部 を 形 成 し
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、 傾 斜 面 部 の 最 上 端 側 を ヒ ン ジ 部 に 構 成 し て 前 記 の 斜 め 切 断 角 部 に 対 応 し た 形 状 の 角 部 押
し 蓋 の 一 端 側 を 連 結 し 、 こ の 角 部 押 し 蓋 に は 内 側 に 前 記 口 部 に 嵌 入 す る 栓 部 を 突 設 し 、 角
部 押 し 蓋 を 閉 蓋 し た 状 態 で は 書 籍 形 状 の 扁 平 四 角 形 状 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 又 、 扁 平 状 の 容 器 本 体 は 、 上 面 部 に 口 部 を 突 設 す る と 共 に 、 周 縁 に 蓋 嵌 着 部 を 形 成 し 、
上 面 部 の 一 端 側 を ヒ ン ジ 部 に 構 成 し て 容 器 本 体 の 形 状 に 対 応 し た 長 方 体 状 の 上 部 押 し 蓋 の
一 端 側 を 連 結 し 、 上 部 押 し 蓋 の 内 側 に 前 記 口 部 に 嵌 入 す る 栓 部 を 突 設 し 、 上 部 押 し 蓋 を 閉
蓋 し た 状 態 で は 書 籍 形 状 の 扁 平 四 角 形 状 を 構 成 す る も の で あ る 。
【 考 案 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 本 考 案 は 、 小 型 化 し た 扁 平 状 の 書 籍 型 に 構 成 さ れ る の で 、 書 類 入 れ 用 ケ ー ス や 旅 行 用 カ
バ ン 等 に 収 納 し や す く な り 、 収 納 後 は 、 書 籍 類 や 書 類 と 同 様 に 嵩 張 ら ず 安 定 し た 状 態 で 収
納 す る 事 が で き 、 他 の 書 類 等 の 収 納 の 妨 げ に は な ら な い の で 、 携 帯 用 飲 料 容 器 と し て 顕 著
な 実 効 が あ り 、 又 、 非 常 時 用 飲 料 容 器 と し て も 取 扱 い や 保 管 し や す く な る 。 尚 、 現 在 流 通
し て い る ペ ッ ト ボ ト ル と 比 較 す る と 、 ２ 本 当 り 体 積 が 約 ２ ／ ３ に な る 事 か ら 流 通 コ ス ト の
削 減 に も な る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 又 、 容 器 本 体 の 口 部 を 閉 塞 す る 栓 体 は 、 一 端 側 の ヒ ン ジ 構 造 で 開 閉 で き る 角 部 押 し 蓋 又
は 上 部 押 し 蓋 で 成 る 蓋 の 内 側 に 突 設 す る の で 、 蓋 を 閉 じ る 操 作 に よ り 同 時 に 栓 体 が 口 部 を
閉 塞 し 、 又 、 蓋 を 開 け る 操 作 に よ り 同 時 に 口 部 が 開 口 す る 。 従 っ て 、 ワ ン タ ッ チ で 口 部 の
開 閉 が で き る の で 極 め て 便 利 で あ り 、 蓋 や 栓 が 容 器 本 体 と 分 離 し て い た 従 来 の 壜 型 、 缶 型
と 比 べ る と 、 栓 体 や 蓋 の 紛 失 が 無 く 誰 に で も 簡 単 に 取 り 扱 え る 実 効 が あ る 。
【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 考 案 は 、 扁 平 状 の 容 器 本 体 角 部 押 し 蓋 ま た は 上 部 押 し 蓋 か ら 成 る 蓋 に よ り 構 成 さ れ る
。 蓋 の 一 端 側 は ヒ ン ジ 部 を 介 し て 容 器 本 体 に 連 結 し 、 容 器 本 体 煮 は 口 部 を 設 け 、 蓋 の 内 側
に は 閉 蓋 し た 時 に 前 記 口 部 に 嵌 入 す る 栓 体 を 突 設 す る 。 栓 体 は 閉 蓋 が 円 滑 に 口 部 に 嵌 入 し
て 閉 塞 で き る よ う に 設 定 し 、 容 器 本 体 の 角 部 は 曲 線 状 に 形 成 し て 取 扱 い や 収 納 を し や す く
す る 。 角 部 押 し 蓋 又 は 上 部 押 し 蓋 を 閉 蓋 し た 状 態 で は 、 栓 体 が 口 部 を 閉 塞 し 、 全 体 形 状 は
扁 平 状 の 書 籍 形 状 を 形 成 す る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 図 １ に 示 す 実 施 例 に つ い て 説 明 す る 。 扁 平 状 に 構 成 し た 容 器 本 体 １ は 、 一 方 の 上 部 角 部
を 斜 め に 切 断 し て 上 部 の 中 央 部 分 か ら 片 側 の 切 断 側 に 傾 斜 面 部 ５ を 形 成 し て 裁 角 七 面 体 に
構 成 し 、 そ の 傾 斜 面 部 ５ に は 口 部 ２ を 突 設 し す る と 共 に 、 周 縁 に 蓋 嵌 着 部 ６ を 形 成 す る 。
傾 斜 面 部 ５ の 最 上 端 側 を ヒ ン ジ 部 ８ に 構 成 し 、 こ の ヒ ン ジ 部 ８ を 介 し て 、 角 部 押 し 蓋 ３ の
一 端 側 を 連 結 す る 。 角 部 押 し 蓋 ３ は 前 記 の 斜 め 切 断 角 部 に 対 応 し た 形 状 に 構 成 し 、 内 側 に
、 閉 蓋 し た 時 、 前 記 口 部 ２ に 嵌 入 す る 栓 部 ７ を 突 設 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 容 器 本 体 １ の 各 角 部 は 曲 線 状 に し て 丸 味 を 持 た せ る と 、 取 扱 い や す く な り 、 収 納 し や す
く な る 。 口 部 ２ と 栓 体 ７ は 、 閉 蓋 し た 時 、 栓 体 ７ が 円 滑 に 口 部 ２ に 嵌 入 し て 完 全 に 密 閉 す
る よ う 寸 法 、 形 状 を 設 定 す る 。 従 っ て 、 角 部 押 し 蓋 ３ を 閉 蓋 し た 状 態 で は 栓 体 ７ が 口 部 ２
を 閉 塞 し 、 図 ２ の 閉 蓋 状 態 の 縦 断 面 図 に 示 す よ う に 扁 平 長 方 体 状 の 書 籍 形 状 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 図 ３ に 示 す 実 施 例 は 、 扁 平 状 の 容 器 本 体 １ の 上 面 部 ９ に 口 部 ２ を 突 設 す る と 共 に 、 周 縁
に 蓋 嵌 着 部 ６ を 形 成 す る 。 上 面 部 の 一 端 側 を ヒ ン ジ 部 ８ に 構 成 し 、 こ の ヒ ン ジ 部 ８ を 介 し
て 上 部 押 し 蓋 ４ の 一 端 側 を 連 結 す る 。 上 部 押 し 蓋 ４ は 容 器 本 体 １ の 形 状 に 対 応 し た 長 方 体
状 に 構 成 し 、 内 側 に 、 閉 蓋 し た 時 に 前 記 口 部 ２ に 嵌 入 す る 栓 部 ７ を 突 設 す る 。 従 っ て 、 上
部 押 し 蓋 ４ を 閉 蓋 し た 状 態 で は 栓 体 ７ が 口 部 ２ を 閉 塞 し 、 扁 平 長 方 体 状 の 書 籍 形 状 を 構 成
す る 。
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【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 考 案 の 扁 平 状 書 籍 型 の 小 型 飲 料 容 器 の 寸 法 と 貯 水 量 を 検 討 す る と 、 蓋 部 分 を 含 め た 全
体 容 積 は 、 Ａ ６ 版 で は 、 １ ０ ｍ ｍ 厚 で 約 ２ ２ ５ ｃ ｍ ３ 、 １ ５ ｍ ｍ 厚 で 約 ３ ３ ７ ｃ ｍ ３ 。 Ｂ
６ 版 で は 、 １ ５ ｍ ｍ 厚 で 約 ２ ３ ６ ｃ ｍ ３ 、 ２ ０ ｍ ｍ 厚 で 約 ３ １ ０ ｃ ｍ ３ で あ り 、 蓋 部 分 を
除 い て 、 携 帯 に 適 量 と 推 考 さ れ る 貯 水 量 を ２ ０ ０ ｃ ｃ と す る と 、 Ａ ６ 版 の １ ５ ｍ ｍ 厚 。 又
は 、 Ｂ ６ 版 の １ ０ ｍ ｍ 厚 、 が 適 確 な 寸 法 と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 図 ４ 及 び 図 ５ は 、 容 器 本 体 １ の 周 壁 面 煮 に 補 強 リ ブ を 設 け た 実 施 例 を 示 し 、 図 ４ は 複 数
の 横 状 の 補 強 リ ブ １ ０ 、 図 ５ は 複 数 の 縦 状 の 補 強 リ ブ １ ０ を 設 け た 実 施 例 で あ る 。 補 強 リ
ブ １ ０ の 数 、 方 向 、 形 状 は 、 容 器 本 体 １ の 材 質 、 肉 厚 な ど に よ り 設 定 し 、 断 面 形 状 は 凹 溝
と し て も 、 凸 条 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ４ 】
【 図 １ 】 　 本 考 案 の １ 実 施 例 を 示 し 、 角 部 押 し 蓋 を 開 放 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 　 図 １ の 実 施 例 に お い て 、 角 部 押 し 蓋 を 閉 塞 し た 状 態 の 縦 断 面 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 　 本 考 案 の 他 の 実 施 例 を 示 し 、 上 部 押 し 蓋 を 開 放 し た 状 態 の 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 　 容 器 本 体 の 周 壁 面 に 、 横 状 の 補 強 リ ブ を 設 け た 実 施 例 の 外 視 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 　 容 器 本 体 の 周 壁 面 に 、 縦 状 の 補 強 リ ブ を 設 け た 実 施 例 の 外 視 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 １ ． 　 容 器 本 体
　 ２ ． 　 口 部
　 ３ ． 　 角 部 押 し 蓋
　 ４ ． 　 上 部 押 し 蓋
　 ５ ． 　 傾 斜 面 部
　 ６ ． 　 蓋 嵌 着 部
　 ７ ． 　 栓 部
　 ８ ． 　 ヒ ン ジ 部
　 ９ ． 　 上 面 部
　 １ ０ ． 補 強 リ ブ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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